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2023-2024年度事業主題

l_ ~M5~ とワイズkコの体、様々な talent を持つ人の集まり違いを楽しみ、活かしましょう l 

ワイズメンの皆様こんにちは、Yサ・ユース事業主任吉田由美(大阪なかのしまクラブ)です。

4事業主任揃つての事業通信は、 3か月に1度、年間4回の発行を予定しています。主に各主任の活動

状況を報告する場として通信を発行いたします。

しかし!まだ報告できるような活動が出来ていません。そこで、 7月1日の正式就任前の活動の報告も

入れる事にしました。

、v
~ 5月4----6日倉敷市自然の家で開催された第 54回

全国 YMCAリーダー研修会に、参加しました。日本各

地から集まったリーダー達に YMCA職員、ワイズを含めて総勢

130人で、運営の主体の全てはリー夕、一自身が担っています。

IT'Youth must 90 on ----見えていないものがほらそこに----j]
のテーマのもと、各種のワークショップでの学びを通して得た考

えや意見を、これから社会に出て行く若者自らが導き出し、彼ら

の未来を創るだろうと考えると、今回のキャンプが与える影響

には感動の一言です。

、~ 7月 25日今期の西日本区 YYフォーラム第1号は中西部です。大阪 YMCAとアメリカ

' 合衆国(JCCCNC)との国際交流が、大阪YMCA土佐堀会館にて開催されました。



@ 

JCCCNC (Japanese Cultural 

and Community Center of 

Northern California )は、 1971

年に結成された日系アメリ力人のコミ

ュニティーで、日系アメリ力人の歴史的

遺産を継承し保存しながら、文化活動

やスポーツ活動、奉仕活動を促進する事で、アメリカ・日本相互の理

解を高められている素晴らしい活動をされています。

また、 1995年の神戸での阪神大震災や 2011年の東日本大震

災に際して、心のこもった

多額の救援を頂いていま

す。 1997年以来、大阪・

神戸両YMCAは、JCCC

NC)とともに親善プログ

ラムを創りあげてきており、来日時は、日本人とアメリ力人

のユースによるバスケット交流試合や文化交流を行ってい

ます。

、~ 2023年の AYC(アジ、ア・太平洋地域ユースコンボケーシヨン)は 8月 25日"'29日の 5

' 日間、ネパールの力卜マンズにおいて開催されます。西日本区からは各地クラブ推薦 4名の

参加者があり、 7月 10日、 15日、 16日と連日にわたって行われた東西日本区合同の説明会で、は、

詳しい行動の説明やプログラム内容に耳を傾けました。
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2023-2024年度事業主題

輝かそう、私たちの未来を Let ‘s shine our future 

今年度、地域奉仕・環境事業主任を務めます名古屋ワイズメンズクラブの川口恵です。1年間、よろし

くお願いします。

1【重点項目】

今年度の地域奉仕・環境事業の主な重点項目は、以下です。

情報の共有

支援金の活用の推進

献金への理解

2【情報の共有】

(1 )実施事業について、事業実施報告書が 2件届いていますのでご紹介します。

①京都 ZEROクラブ

「春日野園こども園夏祭りサポート」

実施日 2023年 7月 1日(土曜日)

場所春日野園

地域の子供達に七夕まつりを楽しんでもらえるようお手伝いしました。京都 ZEROクラブ、は主に

ゲーム担当で、ボウリング、射的、輪投げ、ワニワニパニックと綿菓子。当日は雨模様で室内での開

催となりましたが、 500人から 600人の来場者数で、皆さんに喜んでいただきました。



②京都東稜クラブ

「祇園祭り清掃活動」

実施日 2023年 7月 15日(土曜日)17時-22時、 16日(日曜日)17時-21時

場所四条烏丸~南高辻通リまでの烏丸通り

京都の各クラブ、からも多くのボランティアにお越しいただきました。ありがとうございます。短い時間

ですが、親睦の機会にもなっています。次年度以降も開催しますので、ご参加いただければうれしい

です。

(2)地域奉仕・環境事業活動は、地域のニーズにあわせて、様々な活動が行われています。

各クラブの活動を紹介していきたいと思いますので、事業実施報告書をお寄せください。

毎月実施している活動、 1年に 1回の行事、地域の自然を学んで考える例会、地域のひとと学び考える

公開例会、など、報告書をお待ちしています。また、他クラブメンバーにも呼び掛けたい例会や行事があ

りましたら、この事業通信でもアナウンスいたしますので、ご連絡ください。

3【支援金の申請について】

「事業を実施したいけれど、自クラブだけでは多額の負担となるので、支援金を申請したしリ場合も多

いと思います。

支援金は、ロースターの「地域奉仕・環境事業資金運用細則」及び「補足」をご、覧いただいて、申請し

てください。

事業実施前の申請となっています。事業によっては、申請書をいただいてから時間がかかる場合が

ありますので、早めにお願いします。



ご不明な点がありましたら、地域奉仕・環境事業主査や主任にお尋ねください。

なお、過年度の支援金の対象となった事業は、 2023年3月開催の次期会長主査研修会のテキストにお

いて、 CS資金、FF資金については過去 9年度分を記載しております。また、このテキストは西日本区の

資料庫でもご覧いただけます。

4【SOGsに関連して】

「地域奉仕・環境事業活動」の方針の一つにrSOGsについても考えていただけたら」としました。

2023年4月-5月実施のアンケートに記載されている各部や各クラブが実施した事業では、 SOGsのい

ずれかに該当していると思われます.

ワイズで SOGsといえば、 rysX SOGsユースアクション 2022jが思い浮かぶ方が多いかと思います。特

に2023年2月に神戸で開催した東西交流会では、 3つのフロジェクトが発表されましたがそれ以外はど

うなったかな、と思う方ももいらっしゃると思います。

rys X SOGsユースアクション 2022jは 10のプロジェクトがありました。WEBの検索rysX SOGsユー

スアクション 2022jで左上の三本線をクリックすると 10のプロジェクトをご覧いただけます。

Ys X SOGsユースアクション 2022は、 YMCAとワイズメンズクラブが協同して取り組む活動で、 SOGsの

定める地域課題解決に向けたユースの皆さんの活動に助成金(1プロジェクト最大 20万円)を支援する

ものです。事業内容としては、子ども食堂の開催、子供の居場所づくり、地元商庖街活性化、ニジマスの

残澄の再利用プロジェクトなどで、す。高校生や大学生のプロジェクトですが素晴らしいプロジェクトばかり

です。是非ご覧ください。
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( 多様性覧容性を持ながM ラブの一体感ある流動性をも楽町 J 
《 挨拶 >>>>>>>>>>>>>>>>>>，惨>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

みなさんこんにちは。大森夏彦(京都パレスクラブ)と申します。

今期のEMC事業主任を務めさせて頂きます。何卒、宜しくお願い申し上げます。

《 一冨 >>>>>>>>>>>>>>>>>>，惨〉惨>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> >>>>>> 
期初でもあり、やはり7月は多くの会員異動報告書が届きます。

2023年 7月1日時点、での会員数として、暫定版の速報では、 1，281名となったとのこと。

2022-2023年度の前期半年報で 1，297名、後期半年報で 1，306名からすると、コロナの収

束傾向や社会活動の復調と併せるように、メンバーが増えたり、戻ってこられたりで、右肩上がりにな

るような期待感はありましたが、そう簡単にはいかないような結果ともなっています。

しかし、直前期での皆さんのEMC活動の結果が

出るのは、まだまだこれからかもしれません。

7月 2日以降 24日迄の入会者は 14名、逝去

に伴う退会者が 1名、 8月入会報告の提出が 5名

となっております。

EMC活動の内、新入会員獲得についての成果

は、数ヵ月間掛かることになる場合が多いことか

ら、計画と継続していくことが本当に大切ですね。

今期も理想に向かって積極的に EMC活動下さ

い。共にがんばりましょう。宜しくお願いします。

また、クラブlこは、「発展と継続」、「価値や欲求」、「親睦から奉仕へJの考えも重要と思っています。

区報 1号には、其々の考えについて寄稿しております。そちらもご一読いただければと思います。



《 報告 >>>> >> >> >> >> >> >> >> >> >> >> ，惨>>>>>>，惨>>>>，惨>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>
3蛇7周に入会式が行われたクラブ (7/24時点〉

熊本クラブ 1名、大阪サウスクラブ 1名、京都グローバルクラブ 2名、

北京都フロンティアクラブ 2名、名古屋東海クラブ 1名、京都トウービークラブ 1名、

京都ZEROクラブ 1名、大阪西クラブ 1名、岡山クラブ 3名、金沢クラブ 1名、

京都ブラッククラブ 1名

7月12日(水)

京都卜ゥーピークラブ 1名入会式

7月18日(火)

岡山クラブ 3名入会式(ZOOM併用)

麗霜宮¥;陪爾蕗 1t_ I 
1併lヨ孟畠1鋪烹闘顧官官匡E

7月 20日(木)

金沢クラブ 1名入会式

7月5日(水)

京都グローバルクラブ 2名入会式

7月13日(木)

京都ZEROクラブ 1名入会式

•••••••••••••••••••••••••• :新たにメンバーとなられた皆様、また、 :

:新たなメンバーを迎えられたクラブの :

:皆様、おめでとうございます。 : .........................・
写真は報告や提供頂いたものを使用してお

ります。間に合わなかったクラブ、や掲載で、き

なかったクラブの方々、申し訳ございませ

ん。また、報告や提供をお待ちしております。



貴九州都EMCシンポジウム 7月1日(土)熊本YMCAIこて

事業計画を持ち寄り、 50名を超えるメンバーが参加され、シンポジ、ウムの開催を迎えました。

グループに分かれて、課題や意見の交換、今後の方針や計画の確認がされていきました。

取り纏めた内容について、各グループ順番に発表され、様々な課題に触れながらも、解決の糸口を探

り、 EMCとしての会員増強や若いメンバーの獲得試案などが発表されていきました。キーワードとし

て、「魅力あるスピーカーJrEMC基金Jr会費JrステータスJrク口-ジングJr趣昧Jrワークライフバラ

ンスJr交流人口Jrホテル会場Jr二次会Jr飲み会Jr入会キャンペーンJrビデオレターJrユース支援J
rYMCAタイアップ」など、多くの情報発信があり、時間を少し延長しての九州部EMC活動のキックオ

フとなりました。

九州部の皆様へ、招請頂き感謝を申し上げると共に、今後の更なる発展を祈念しております。



貴京都部EMC訟談会 7月21日(金)ウィズユーにて

78名のメンバー(内、沖縄県から 2名がZOOM)

主査からEMC事業説明、連続でブースター賞獲得中の津田ワイズからは講演が行われました。

最近の新入会事例として、スポンサー側(大橋ワイズ、)から勧誘した切っ掛けについて話がされた後、

スポンサーされた 2名(池袋ワイズ・倉貫ワイズ)のメンバーから入会に至る経緯の話がされました。

併せて開催された懇親会中、各クラブ)11頁番で理想的なEMC目標と計画が発表されていきました。

京都部の皆様へ、招請頂き感謝を申し上げると共に、今後の更なる発展を祈念しております。

• -・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. 
: “EMCシンポジウム"は、各クラブの会長やEMC事業の担当、メンバーに出席していただい :

:て、各々の情報をディスカッションなどで交換しながら、クラブの課題を明確にしていき、自クラ :

:ブの運営に役立てていただくことを目的としております。 : ..........................................................・



《 連絡 >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>)惨>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

ヲ~rEMC調査設計表』について

各部のEMC事業主査を通じて、各クラブヘデータにて配布しましたIT'EMC調査集計表』について、

各クラブの会長から各部のEMC事業主査へ提出をお願いします。

世rg月の強調月岡』について

9月の強調月間は[EMC YES ]です。

7月分の提出 期限 8月 5日(土)

8.9月分の提出 期限:10月 5日(木)

10・11月分の提出 期限:12月 5日(火)

12・1月分の提出 期限 2月 5日(月)

2・3月分の提出 期限 4月 5日(金)

4.5月分の提出 期限 6月 5日(水)

6月分の提出 期限 7月 5日(金)

各部のEMC事業主査にて取り纏められた資料

が、 EMC事業主任へ提出されます。西日本区大会

での表彰基準となる例会出席率の確認を含み、会

員数の近況を把握する資料の基となります。

・メンバーと入会候補ゲストのために魅力ある例会を開催しましょう 0

・YESはワイズ拡張サポートです。理解を深め献金に繋げましょう。

YES(Y' s Extension Support)献金は、

新クラブ設立を進めるクラブ、会員を支援する

ためのものです。このフログラムへの献金は新

クラブ設立支援に使われています。

西日本区では、献金での目標を次の通りとして

おります。

目標金額 1人あたり 500円

納付期限:2024年 3月 15日迄

《 宋 王宮 >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

EMCの成功|ま、メンバーの充実感につながり、各クラブの力や糧となります。

それはまた、各部の盛り上がり、西日本区の成果ともなります。

皆様の知恵と行動でEMC活動を導いていきましょう。

宜しくお願い申し上げます。

<<>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> 
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2023-2024年度事業主題

( 異文化交流を楽しもう...........世界のワイズメンと共に........... 

、ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

今期、西日本区国際・交流事業主任を務めさせていただきます、京都ウエストクラブ

牧野万里子です。一年間宜しくお願い致します。ワイズメンズクラブでは、メンバーが

一人増えると家族にも仲間が増えます。そして仲間の輪は日本を越えて世界にまで拡が

っていきます。これがワイズの交流の醍醐昧ではないでしょうか。異文化に触れ、何かを

見て、何かを感じて、多くを学びながら、しっかりと交流を楽しみ友情の輸を拡げてい

きましょう。

-今期の主な活動計画

①次世代のユースワイズメンズ育成に向けての

インターンシツフ留学制度 iGoの推進

大iGo
(Internships 4 GLobaL Outreach) 

2021年度より始まった新しい制度で、す。

18歳から 29歳までの若者が職業体験を通じて次世代のリーダー、経営者としての

資質を身につけることを目的とした

プログラムです。

今期、西日本区から、派遣、受け入れ、各 1名を目標としております。

参加することにより、自身の成長と共に、友I情の輪も限りなく拡がっていくことで、し

よう。

積極的なご参加をお待ちしております。



②兄弟クラブ聞での充実した交流活動

DBC'IBC交流の主なプログラム、観光、食事会、ゴルフに加えて、共同で行う地域

奉仕事業や職業分野での情報交換、交流など、もう一歩お互いの地域や国の文化に

触れてみてはいかがでしょうか。オンラインでの交流の頻度が増す中、国を超えての

職業分野を通じての新しい繋がりも期待できると思います。

③献金への理解

国際・交流事業が行う献金は 2つあります。

国際ワイズダム発展のためにはメンバー1人 1人の献金への協力が必要です。

積極的な献金へのご協力をお願い致します。

大EF献金(EndowmentFund国際信託基金)

目標1口120CHF(合計3，000CHF)

国際ワイズダム発展のための特別な基金。記念行事(クラブの周年記念など)また個

人の慶弔時などの折に行う献金です。前期より送金方法が変わりました。国際 HP
よりオンラインを通じて直接献金を行えるようになりました。

為替レートの変動に左右されることなくスムーズに献金が行えます。

送金方法は西日本区 HPに掲載されております。
↓ 

EF nyuukinhenko.pdf (ys-west.or，jp) 

大BF献金(BuiLdingFeLLowship) 
目標使用済み切手+1人工500円

BF代表や国際役員の旅費などの公式活動費として積み立てる基金。

http://www.ys-west.or.jp/archives/data_manual/EF_nyuukinhenko.pdf


http://www.ys-west.or.jp/



